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古
代
の
鋳
銅

古　

尾　

谷　

知　

浩

　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
鋳
銅
技
術
を
題
材
に
、
律
令
国
家
が
ど
の
よ
う
に
手
工
業
技
術

を
管
理
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
鋳
銅
技
術
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
弥
生
・
古

墳
時
代
か
ら
の
伝
統
が
あ
る
一
方
で
、
造
寺
・
造
仏
技
術
の
導
入
に
伴
い
、

新
し
い
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
の
律
令
国

家
に
よ
る
掌
握
の
あ
り
方
に
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
古
代
手
工
業
史
全
体
の
研
究
史
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。
手
工
業
史
の
研
究
に
は
、
考
古
学
の
成
果
と
文
献
史
学
の
成
果

の
双
方
に
目
を
配
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
考
古
学
・
文
献
史
学
双
方
で
、
総
合
的
・
理
論
的

研
究
が
公
と
な
っ
た（

（
（

。
こ
れ
ら
に
平
行
、
或
い
は
後
続
し
て
、
個
別
の
論
点

に
お
け
る
研
究
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
文
献
史
学
の
分
野
に
お
け
る
研
究
を

大
き
く
分
類
す
れ
ば
、
品
部
雑
戸
制
や
仕
丁
制
の
問
題
を
含
む
労
働
力
編
成

の
研
究
、
手
工
業
官
司
の
研
究
、
技
術
史
の
研
究
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
の
う
ち
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
で
着
実
に
成
果
が
蓄
積
さ

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

一

れ
て
い
る
と
い
え
る（

（
（

が
、
最
後
の
技
術
史
研
究
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
る
。

技
術
に
目
を
向
け
た
研
究
と
し
て
、
櫛
木
謙
周
、
栄
原
永
遠
男（

（
（

ら
の
業
績
が

あ
る
が
、
技
術
面
は
考
古
学
の
成
果
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
後
は
、

考
古
学
の
進
展
を
加
味
し
た
文
献
史
学
側
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い

が
た
い
。
そ
の
点
、
鬼
頭
清
明（

（
（

の
研
究
は
貴
重
で
あ
る
が
、
平
城
京
内
の
特

定
遺
跡
の
分
析
を
主
眼
と
し
て
お
り
、
古
代
手
工
業
史
の
全
面
的
な
研
究
に

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
惜
し
ま
れ
る
。

　

一
方
、
近
年
に
お
け
る
考
古
学
の
成
果
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
奈
良
時
代
の
鋳
銅
に
関
し
て
は
、
杉
山
洋（

（
（

・
中
川
あ

や（
６
）・
小
池
伸
彦（
７
）・
神
崎
勝（
８
）ら
の
研
究
が
あ
る
ほ
か
、『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

三
七
二
（
一
九
九
四
年
）、『
月
刊
文
化
財
』
三
七
四
（
一
九
九
四
年
）『
季

刊
考
古
学
』
六
二
（
一
九
九
八
年
）
が
特
集
を
行
っ
て
い
る
。
銅
に
関
し
て
、

考
古
学
と
文
献
史
学
と
を
つ
な
ぐ
研
究
と
し
て
は
、
山
口
県
長
登
銅
山
跡
の

発
掘
調
査
と
、
銭
貨
や
東
大
寺
大
仏
鋳
造
の
問
題
を
踏
ま
え
た
八
木
充
、
佐

藤
信（
９
）ら
の
研
究
が
あ
る
が
、
対
象
の
性
格
上
、
採
銅
の
段
階
が
重
視
さ
れ
て

お
り
、
鋳
銅
技
術
の
問
題
に
つ
い
て
は
手
薄
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
、
技
術
史
的
な
視
点
を
重
視
し
て
、
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鋳
銅
を
中
心
と
す
る
手
工
業
史
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ
の

際
に
、
律
令
国
家
に
包
摂
さ
れ
な
い
手
工
業
の
存
在
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
と
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
天
皇
の
位
置
づ
け
に
留
意

し
て
い
き
た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
の
側
か
ら
杉
山
洋
が
強
調
す

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
文
献
史
学
と
し
て
い
か
に
受
け
止
め
る
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
後
者
の
天
皇
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
世
史
の
側
で
網
野
善

彦
の
提
起
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
古
代
史
の
側
で
ど
う
考
え
る
か
に
も
関

わ
っ
て
く
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
本
論
を
始
め
る
こ
と
と
す
る
が
、
ま
ず
は
官
司

に
お
け
る
鋳
銅
の
あ
り
方
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い（
（（
（

。「
律
令
国
家

に
包
摂
さ
れ
な
い
手
工
業
の
存
在
に
留
意
す
る
」
こ
と
と
は
相
反
す
る
が
、

史
料
残
存
の
状
況
か
ら
も
、
全
体
的
な
枠
組
み
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
す
る
た
め
に
も
、
律
令
国
家
側
の
掌
握
の
あ
り
方
を
整
理
し
て
お
く
必
要

は
あ
る
。

　

第
一
節　

鋳
銅
関
係
官
司
の
変
遷

一　

典
鋳
司

　

令
制
に
お
い
て
、
鋳
銅
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
は
大
蔵
省

被
管
の
典
鋳
司
で
あ
る
。
養
老
職
員
令
典
鋳
司
条
に
よ
れ
ば
、
正
の
職
掌
と

し
て
「
造
鋳
金
銀
銅
鉄
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
伴
部
と
し
て
「
雑
工
部
十

人
」、
そ
の
下
に
「
雑
工
戸
」
が
所
属
し
て
い
た
。「
雑
工
戸
」
に
つ
い
て
み

る
と
、『
令
集
解
』
当
該
条
、
雑
工
戸
の
部
分
に
付
さ
れ
た
古
記
・
令
釈
に

よ
れ
ば
、「
抽
二取
鍛
冶
造
兵
司
部
人
及
高
麗
・
百
済
・
新
羅
雑
工
人
一配
之
」

と
あ
っ
て
、
宮
内
省
鍛
冶
司
の
鍛
戸
・
兵
部
省
造
兵
司
の
雑
工
戸
が
出
向
す

る
ほ
か
、
品
部
・
雑
戸
に
あ
ら
ざ
る
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の
渡
来
系
工
人

が
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
藤
敦
史（
（（
（

は

「
固
有
の
技
術
者
定
員
が
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。
定

員
が
な
い
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
古
記
の
解
釈
と
し
て
は

固
有
の
技
術
者
の
配
属
は
予
定
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
仁
藤

の
論
ず
る
よ
う
に
、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
の
段
階
で
、
銅
印
の
鋳
造
が
鍛

冶
司
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
典
鋳
司
は
現
実
に
は
あ
ま
り
機
能

し
て
お
ら
ず
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
は
内
匠
寮
に
併
合
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た（

（（
（

。

　

さ
て
、
次
に
、
典
鋳
司
に
配
属
が
予
定
さ
れ
て
い
た
高
句
麗
・
百
済
・
新

羅
系
工
人
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
平
野
邦
雄（
（（
（

は
、

そ
の
中
で
も
特
に
新
羅
系
工
人
の
み
に
注
目
し
て
、
応
神
朝
（
五
世
紀
初
）

に
渡
来
し
た
新
羅
系
の
渡
来
人
は
、
品
部
雑
戸
に
編
成
さ
れ
ず
、
こ
れ
は
す

な
わ
ち
秦
系
で
あ
り
、
雄
略
・
仁
賢
朝
（
五
世
紀
末
）
に
渡
来
し
た
百
済
・

高
句
麗
系
の
渡
来
人
は
、
品
部
雑
戸
に
編
成
さ
れ
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
漢
系

で
あ
る
と
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
後
の
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
孝
謙

太
上
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
鏡
を
製
作
し
た
工
人
の
う
ち
、
秦
乙
麻
呂
・
秦
仲

国
が
、
ま
さ
に
品
部
・
雑
戸
に
編
成
さ
れ
な
い
秦
系
の
典
鋳
司
雑
工
人
で
あ

る
と
判
断
し
た（
（（
（

。

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	

二
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し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
従
え
な
い
点
が
多
い
。
ま
ず
、『
令
集
解
』
古

記
に
見
え
る
典
鋳
司
工
人
の
う
ち
、
高
句
麗
・
百
済
系
に
つ
い
て
触
れ
て
い

な
い
こ
と
や
、
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
製
作
工
人
の
う
ち
、
辛
人
三
田
次
・

狛
身
名
万
呂
・
山
代
野
守
ら
を
捨
象
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
典
鋳

司
工
人
の
属
性
を
充
分
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
後
に

詳
述
す
る
よ
う
に
、
孝
謙
勅
願
鏡
は
蠟
型
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
技
術
は
造

寺
造
仏
技
術
伝
来
以
降
の
新
し
い
技
術
で
あ
っ
て
、
五
世
紀
に
は
遡
ら
な
い
。

典
鋳
司
工
人
と
し
て
予
定
さ
れ
た
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
系
工
人
は
、
出
身

地
・
渡
来
時
期
を
問
わ
ず
、
渡
来
系
工
人
に
蠟
型
技
術
を
含
む
新
し
い
技
術

を
移
転
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

二　

鍛
冶
司

　

典
鋳
司
以
外
で
鋳
造
を
担
っ
た
官
司
は
、
宮
内
省
被
管
の
鍛
冶
司
で
あ
る
。

養
老
職
員
令
鍛
冶
司
条
に
よ
れ
ば
、
正
の
職
掌
と
し
て
「
造
二作
銅
鉄
雑
器
之

属
一」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
伴
部
と
し
て
「
鍛
部
」、
雑
戸
と
し
て
「
鍛
戸
」

が
所
属
し
て
い
た
。
鍛
冶
司
が
鋳
銅
を
行
っ
た
こ
と
は
、『
続
日
本
紀
』
慶

雲
元
年
（
七
〇
四
）
四
月
甲
子
条
に
「
令
三鍛
冶
司
鋳
二諸
国
印
一」
と
あ
る
こ
と

か
ら
明
白
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
続
日
本
紀
』
天
平
一
六
年
（
七
四
四
）
四
月
甲
寅
条
に
よ
れ

ば
「
廃
二造
兵
鍛
冶
二
司
一」
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
雑
戸
の
「
解
放
」
に
合
わ
せ

て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
そ
の
後
再
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
、

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
五
月
癸
酉
条
に
は
鍛
冶
正
の
任

命
記
事
が
あ
る
。
最
終
的
に
は
、『
類
聚
三
代
格
』
四
、
大
同
三
年
（
八
〇

八
）
正
月
二
〇
日
詔
に
「
鍛
冶
司
併
二木
工
寮
一」
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
に
木
工

寮
に
併
合
さ
れ
て
い
る
。

　

鍛
冶
司
の
技
術
は
、
雑
戸
に
よ
り
担
わ
れ
て
お
り
、
律
令
制
導
入
以
前
か

ら
の
古
い
技
術
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
。
官
司
名
か
ら
は
鍛
造
を
職
掌
と
す

る
鍛
冶
司
が
鋳
造
を
行
う
こ
と
は
不
審
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
古
墳

時
代
で
も
、
武
具
・
馬
具
の
生
産
に
お
い
て
、
鍛
鉄
工
人
集
団
と
鋳
銅
工
人

集
団
が
協
業
し
て
い
る（
（（
（

の
で
あ
っ
て
、
鍛
造
と
鋳
造
が
一
連
の
工
房
で
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
。

　
三　

内
匠
寮

　

神
亀
五
年
（
七
二
八
）、
令
外
官
と
し
て
中
務
省
被
管
の
内
匠
寮
が
設
置

さ
れ
た（
（（
（

。
以
下
、
内
匠
寮
と
鋳
銅
と
の
関
わ
り
を
示
す
こ
と
が
ら
を
年
代
順

に
追
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

内
匠
寮
で
は
設
置
当
初
か
ら
鋳
銅
を
担
っ
て
い
た
。
興
福
寺
西
金
堂
の
造

営
に
関
わ
る
天
平
六
年
（
七
三
四
）
五
月
一
日
「
造
仏
所
作
物
帳（
（（
（

」
に
よ
る

と
、「
充
二内
匠
寮
物
一」
の
中
に
「
白
鑞
」「
銅
」「
臈
蜜
」
が
み
え
る
。
こ
れ

は
同
じ
文
書
の
別
の
部
分
で
「
銅
鉄
工
所
已
下
料
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い

る
も
の
の
一
部
に
相
当
す
る
か
ら
、
内
匠
寮
か
ら
興
福
寺
西
金
堂
造
営
事
業

に
対
し
て
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
時
、
内
匠
寮
は
、
鋳
銅
、

特
に
蠟
型
鋳
銅
に
必
要
な
材
料
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
い
で
、
二
条
大
路
木
簡
（
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
）
中
の
油
の
支
出
記
録

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

三
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木
簡
を
み
る
と
「
油
五
夕
□
内
匠
寮
鏡
磨
料
」
と
の
記
載
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
こ

と
は
、
天
平
七
・
八
年
前
後
、
内
匠
寮
で
鏡
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
鏡
は
銅
鏡
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
既
に
内
匠
寮
が
蠟
を
管

理
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
蠟
型
に
よ
る
鋳
造
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
正
倉
院
文
書
、
大
粮
申
請
文
書
中
の
年
欠
（
天
平
一
九
年
以
前
）

「
内
匠
寮
解（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
内
匠
寮
所
属
の
技
術
者
の
中
に
「
金
銀
銅
鉄
手
」

が
含
ま
れ
て
お
り
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
五
月
二
五
日
「
造
東
大
寺

司
移（

（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
内
匠
寮
の
銅
鉄
工
四
人
が
、
造
東
大
寺
司
に
出
向
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
先
述
の
よ
う
に
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
典
鋳
司
を
併
合
し
た
。

延
暦
八
年
（
七
八
九
）
に
造
東
大
寺
司
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て（
（（
（

、

蠟
型
技
法
に
よ
る
鋳
銅
を
担
う
官
司
が
奈
良
時
代
の
末
ま
で
に
一
本
化
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
に
内
匠
寮
の
長
上
工
・

番
上
工
の
定
員
が
決
定
さ
れ（
（（
（

、
さ
ら
に
大
同
四
年
に
内
匠
寮
雑
工
の
種
別
定

員
が
決
定
さ
れ
た（
（（
（

。
そ
の
う
ち
、
長
上
工
の
中
に
は
「
銅
鉄
二
人
」「
鋳
工

二
人
」「
捻
一
人
」
が
、
番
上
工
の
中
に
は
「
銅
鉄
工
十
三
人
」「
鋳
工
四
人
」

「
捻
工
二
人
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
銅
鉄
工
・
鋳
工
は
当
然
鋳
銅
を
含
む
金

属
器
工
人
で
あ
る
。「
捻
」
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
可
塑
性
の
も
の
で
形

を
作
る
こ
と
で
、
一
般
的
に
は
粘
土
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
蠟
蜜
の
場

合
も
含
ま
れ
、
こ
の
時
点
で
も
内
匠
寮
に
お
い
て
蠟
型
の
製
作
は
技
術
的
に

可
能
で
あ
る
。

　

以
上
、
内
匠
寮
に
お
け
る
鋳
銅
の
あ
り
方
を
整
理
し
た
が
、
造
寺
造
仏
技

術
伝
来
以
降
の
新
し
い
技
術
で
あ
る
と
こ
ろ
の
蠟
型
技
法
を
、
天
平
年
間
か

ら
保
有
し
、
平
安
時
代
初
期
ま
で
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
は
、
内
匠
寮
で
製
作
す
る
物
品
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
銅
製
品
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
調
度
品
の
部

品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
鋳
銅
製
品
単
体
の
も
の
と
し
て
は
、

印
・
鏡
・
鎮
子
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
関
係
資
料
が
多
い
の
は
印
と
鏡
で
あ
る

が
、
こ
の
両
者
は
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
製
作
技
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
以

下
、
節
を
改
め
て
印
と
鏡
の
鋳
造
技
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

第
二
節　

官
司
に
お
け
る
鋳
銅

一　

印　

附
銭
貨

（
一
）　

文
献
史
料
か
ら

　
『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
よ
れ
ば
、
印
の
鋳
造
に
必
要
な
物
資
と
し
て
蠟
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蠟
型
技
法
に
よ
っ
て
鋳
造
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
蠟
型
技
法
と
は
、
蠟
に
よ
り
原
型
を
作
り
、
こ
れ
を
鋳
型
土

で
包
み
、
焼
成
し
、
蠟
原
型
を
溶
か
し
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
空
間

に
溶
銅
を
流
し
込
ん
で
鋳
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
小
金

銅
仏
製
作
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
技
法
で
あ
っ
て
、
造
寺
造
仏
技
術
の
伝
来

に
伴
う
新
し
い
技
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
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四
月
甲
子
条
に
よ
れ
ば
「
令
三鍛
冶
司
鋳
二諸
国
印
一」
と
あ
っ
て
、
鍛
冶
司
が
銅

印
を
鋳
造
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鍛
冶
司
の
銅
印
製
作
技
法
は
不
明
で
あ
る

が
、
雑
戸
の
技
術
を
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
旧
来
の
鋳

造
技
法
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

（
二
）　

考
古
学
の
知
見
か
ら

　

會
田
富
康（
（（
（

は
、
銅
印
鋳
造
技
法
の
類
型
を
、
込
め
抜
き
法
・
焼
き
流
し
法
・

掻
き
彫
り
法
の
三
つ
に
整
理
す
る
。
込
め
抜
き
法
と
は
、
木
な
ど
で
原
型
を

製
作
し
、
こ
れ
を
鋳
型
土
で
包
ん
で
凹
型
を
製
作
す
る
も
の
で
あ
る
。
固
体

の
原
型
を
取
り
出
す
た
め
に
は
鋳
型
を
分
割
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
鋳
型

は
合
わ
せ
型
と
な
る
。
焼
き
流
し
法
は
蠟
原
型
を
焼
き
流
す
も
の
で
、
先
述

の
蠟
型
技
法
に
相
当
す
る
。
こ
の
場
合
、
製
品
を
取
り
出
す
際
に
鋳
型
を
破

壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
掻
き
彫
り
法
と
は
、
土
製
鋳
型
に
直
接
文
字
を
彫
り

込
む
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
合
わ
せ
型
と
な
る
。

　

會
田
の
整
理
を
踏
ま
え
て
田
路
正
幸（
（（
（

は
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
銅
印
鋳
型

や
銅
印
自
体
の
検
討
を
行
っ
た
。
福
島
県
番
匠
地
遺
跡
・
久
世
原
館
跡
出
土

銅
印
鋳
型
（
八
世
紀
後
半
〜
九
世
紀
後
半
）
に
お
い
て
は
、
印
面
部
は
掻
き

彫
り
法
に
よ
る
鋳
型
で
あ
り
、
鈕
部
は
合
わ
せ
型
で
あ
る
た
め
木
製
原
型
を

使
用
し
た
と
み
て
、
印
面
部
一
個
、
鈕
部
二
個
の
合
わ
せ
型
に
よ
る
鋳
造
で

あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
他
の
事
例
の
検
討
結
果
も
同
様
で
あ
り
、
即
ち
、
蠟

は
用
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
理
屈
の
上
か
ら
い
え
ば
、
印
面
部
の
鋳
型
に
お
い
て
、
木
製
な
ど

の
原
型
を
用
い
る
込
め
抜
き
法
は
、
際
限
な
く
複
製
可
能
で
あ
り
、
原
型
を

破
壊
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
は
あ
る
が
、
唯
一
で
あ
る
べ
き
印
の
鋳
造
技
法
と

し
て
不
適
当
で
あ
る
。
掻
き
彫
り
法
の
合
わ
せ
型
鋳
型
は
、
少
数
回
な
ら
複

数
回
使
用
可
能
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
次
ぎ
、
焼
き
流
し
法
の
蠟
型

は
一
回
の
み
し
か
使
用
で
き
ず
、
銅
印
の
製
作
技
法
と
し
て
は
最
適
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
国
家
権
力
を
背
景
に
製
造
・
使
用
す
る
鋳
銅
製
品

で
あ
る
と
こ
ろ
の
銭
貨
鋳
造
と
比
較
す
る
こ
と
で
明
瞭
と
な
る
。
印
は
、
同

時
期
に
唯
一
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
蠟
型
が
最
適
で
あ
る
の
に
対
し
、
銭

貨
は
、
同
時
期
に
同
一
の
も
の
が
多
数
必
要
で
あ
っ
て
、
原
型
銭
か
ら
凹
型

を
製
作
し
、
多
数
の
銭
貨
を
複
製
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。『
類
聚
三
代
格
』

四
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
四
月
一
五
日
太
政
官
符
「
定
新
置
鋳
銭
使
官
員

事
」
に
は
、
鋳
銭
使
の
技
術
官
人
と
し
て
「
鋳
銭
師
二
員
」「
造
銭
形
師
一

員
」
置
か
れ
て
い
る
。「
銭
形
」
は
原
型
銭
を
指
し
て
お
り
、
銭
貨
鋳
造
に

お
い
て
は
上
記
の
技
法
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）　

文
献
史
料
と
考
古
学
の
知
見
か
ら

　

以
上
の
検
討
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
内
匠
寮
の
銅
印
鋳
造
技
法
が
、
蠟

型
に
よ
る
焼
き
流
し
法
で
あ
る
の
と
対
比
す
れ
ば
、
鍛
冶
司
の
銅
印
鋳
造
技

法
は
、
印
面
部
掻
き
彫
り
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
掻
き
彫
り
法
は
、

蠟
を
用
い
な
い
で
良
い
と
い
う
点
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
古
墳
時
代
以
来
の
土

製
凹
型
に
よ
る
鋳
造
技
術
の
延
長
で
製
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
八
世
紀
初
頭
の
中
央
政
府
工
房
お

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

五
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よ
び
九
世
紀
の
地
方
工
房
で
は
、
印
面
部
掻
き
彫
り
法
に
よ
り
、
九
世
紀
の

中
央
政
府
工
房
で
は
蠟
型
焼
き
流
し
法
に
よ
り
銅
印
を
製
作
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

平
安
時
代
初
期
に
は
、
公
印
が
班
賜
さ
れ
る
対
象
の
官
司
が
拡
大
し(((

(

、
新
・

改
鋳
の
頻
度
が
増
加
し
た
。
そ
の
段
階
で
、
一
回
性
が
重
視
さ
れ
た
蠟
型
技

法
が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
を
内
匠
寮
が
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
印
の
検
討
を
終
え
る
が
、
次
に
蠟
型
に
よ
る
鋳
造
の
他
の
実
例
と

し
て
、
鏡
を
取
り
上
げ
る
。

二　

鏡

（
一
）　

文
献
史
料
か
ら

　
『
延
喜
式
』
内
匠
寮
に
は
鏡
の
鋳
造
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
る
が
、
そ
こ

に
み
え
る
の
は
方
鏡
で
あ
り
、
必
要
物
資
の
中
に
蠟
は
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
杉
山
洋（
（（
（

は
、
奈
良
時
代
の
唐
式
鏡
で
は
方
鏡
の
遺
例
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

従
っ
て
、
既
存
の
方
鏡
を
原
型
と
し
て
鋳
型
土
で
包
み
、
凹
型
を
作
る
踏
み

返
し
に
よ
る
鋳
造
も
不
自
然
で
あ
る
た
め
、『
延
喜
式
』
に
お
け
る
鏡
の
鋳

造
技
法
を
、
平
安
時
代
の
和
鏡
で
一
般
的
な
箆
押
し
技
法
と
推
定
し
て
い
る
。

　

他
の
文
献
史
料
に
つ
い
て
み
て
も
、『
延
喜
式
』
の
あ
り
方
が
奈
良
時
代

に
は
遡
ら
な
い
と
の
杉
山
の
推
定
は
首
肯
で
き
る
。
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）

二
月
二
一
日
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳（
（（
（

」
に
は
、
鏡
一
二
七
五
面

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
仏
物
一
二
七
〇
面
の
内
訳
を
み
る
と
、
花
鏡

二
五
九
面
、
円
鏡
二
八
四
面
、
方
鏡
六
面
、
鉄
鏡
七
一
面
、
雑
小
鏡
六
五
〇

面
で
あ
る
。
八
世
紀
半
ば
の
段
階
で
は
、
方
鏡
は
皆
無
で
は
な
い
が
少
数
で

あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
同
じ
『
延
喜
式
』
で
も
鏡
の
鋳
型
製
作
技
法
は
印
と
異
な
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
も
に
平
安
時
代
の
新
し
い
様
相
を
示
し
て
お
り
、

時
期
の
点
で
は
印
と
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
蠟
型
に
よ
る
鏡
鋳
造
の
あ
り
方
を
示

す
も
の
と
し
て
著
名
な
も
の
に
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
お
け
る
孝

謙
太
上
天
皇
の
勅
願
に
よ
る
、
石
山
寺
の
鏡
製
作
の
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
年
の
正
倉
院
文
書
研
究
の
成
果
を

踏
ま
え
た
岡
藤
良
敬（
（（
（

の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
鋳
造
過
程
を
追
っ
て
い
き

た
い
。

　

三
月
二
四
日
に
、
孝
謙
太
上
天
皇
の
勅
を
奉
じ
た
因
八
麻
命
婦
の
宣
に
よ

り
、
一
尺
鏡
四
面
の
鋳
造
が
命
令
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
三
月
二
五
日
石

山
院
牒
に
よ
り
奈
良
政
所
（
造
東
大
寺
司
政
所
）
に
対
し
、
鋳
工
の
派
遣
が

申
請
さ
れ
る
（
天
平
宝
字
六
年
〈
以
下
、
本
項
で
は
同
年
の
場
合
は
年
を
省

略
〉
三
月
二
五
日
「
石
山
院
牒
案（
（（
（

」）。
こ
の
作
業
に
関
連
し
て
、「
銅
鏡
背

面
下
絵
」「
鏡
鈕
様（
（（
（

」（
但
し
、
こ
れ
は
不
採
用
分
）
が
残
っ
て
お
り
、
鋳
造

に
当
た
っ
て
は
、
下
絵
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
月
二
九
日
に
は
鋳
工
の
不
参
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、（
三
月
二
九

日
「
造
石
山
院
所
解
案（
（（
（

」）。
最
終
的
に
五
人
の
鋳
工
が
召
し
出
さ
れ
る
（
年

月
日
未
詳
「
東
大
寺
鋳
工
召
文
案（
（（
（

」）。

　

四
月
二
日
に
は
必
要
物
資
の
予
算
案
が
作
成
さ
れ
（
四
月
二
日
「
鋳
鏡
用
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度
注
文
案（
（（
（

」）、
そ
の
後
、
物
資
の
調
達
が
開
始
さ
れ
る
。
同
日
付
け
の
「
鋳

鏡
用
度
注
文（

（（
（

」
は
、
予
算
書
正
文
と
同
内
容
の
も
の
、
或
い
は
正
文
自
体
に

収
納
・
進
上
の
注
記
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
物
資
調
達
の
あ
り
方
を
推
定

で
き
る
。

　

ま
ず
、
原
材
料
・
道
具
と
し
て
用
い
る
諸
物
品
に
つ
い
て
み
る
と
、「
臈

密
」
に
「
禾
田
」、「
鉄
」
に
「
可
受
禾
田
佐
所
」、「
帛
蠟
」
に
「
禾
田
」「
十

一
日
請
了
」
な
ど
の
注
記
が
あ
り
、「
禾
田
佐
所
」
か
ら
受
領
し
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
次
に
、
米
塩
そ
の
他
労
働
者
に
給
付
す
る
食
料
品
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
記
載
が
天
平
宝
字
六
年
「
造
石
山
院
所
用
度
帳（
（（
（

」
に
あ
り
、「
御

鏡
鋳
料
自
二内
裏
一給
出
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
裏
（
保
良
宮
）
か

ら
調
達
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
他
、
購
入
に
よ
る
調
達
も
行
わ
れ
て
い
る
。
四
月
七
日
、
石
山
院
か

ら
造
東
大
寺
司
政
所
に
対
し
、
白
鑞
・
鉄
精
を
購
入
す
る
た
め
の
価
格
調
査

が
依
頼
さ
れ
、（
四
月
七
日
「
石
山
院
請
文
案（
（（
（

」）
こ
れ
に
対
し
て
は
四
月
九

日
に
回
答
が
な
さ
れ
た
（
四
月
九
日
「
造
東
大
寺
司
政
所
牒（
（（
（

」）。

　

な
お
、「
石
山
院
請
文
案
」
に
は
、

　

一　

白
鑞
直　

鉄
生
直

　

右
被
二笠
命
婦
宣
一云
、
為
レ鋳
二御
鏡
一、
上
件
物
都
无
二於
内
裏
一、
宜
三早
速
令
二買
用
一者

と
あ
り
、「
内
裏
に
な
い
」
か
ら
と
い
う
の
が
購
入
の
理
由
で
あ
っ
た
。
逆

に
言
え
ば
、
内
裏
に
あ
れ
ば
そ
れ
を
使
う
こ
と
が
前
提
な
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
物
資
調
達
方
法
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
蠟
蜜
を
含
む
諸
物
品
は

「
禾
田
佐
」
を
通
じ
た
調
達
、
食
料
品
は
内
裏
か
ら
の
調
達
、
白
鑞
・
鉄
精

は
購
入
の
予
定
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
岡
藤
は
、「（
食
料
品
以
外
の
）
諸

物
品
も
最
終
的
に
は
内
裏
か
ら
収
納
し
た
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
推
測
す
る
。
白
鑞
な
ど
の
調
達
方
法
を
み
る
と
、
本
来
は
内
裏

に
あ
る
も
の
を
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
岡
藤

の
推
定
は
妥
当
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
直
後
、
鋳
鏡
作
業
は
造
東
大
寺
司
鋳
物
所
に
移
管
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
一
〇
日
、
鋳
鏡
に
用
い
る
荒
炭
・
蓆
・
簀
・
折
薦
が

造
東
大
寺
司
へ
進
上
さ
れ
た
（
四
月
一
〇
日
「
作
石
山
院
所
解
案（
（（
（

」）。
同
日
、

奉
勅
で
石
山
院
が
造
東
大
寺
司
鋳
物
所
別
当
上
毛
野
大
夫
（
真
人
）
に
宛
て

た
牒
に
よ
っ
て
、
鋳
鏡
作
業
自
体
が
移
管
さ
れ
た
（
四
月
一
〇
日
「
石
山
院

所
牒
案（
（（
（

」）。
さ
ら
に
四
月
一
五
日
に
必
要
物
資
が
造
東
大
寺
司
に
進
上
さ
れ

た
が
、
そ
の
中
に
は
白
鑞
直
の
新
銭
二
八
八
文
、
蠟
蜜
一
斤
が
含
ま
れ
て
い

た
（
四
月
一
五
日
「
造
石
山
院
所
解
案（
（（
（

」）。
移
管
後
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る

が
、
同
年
四
月
中
、
造
東
大
寺
司
造
仏
所
で
「
捻
御
鏡
背
文
」、
鋳
所
で
「
作

御
鏡
形
」
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
年
欠
（
六
年
五
月
一
日
か
）「
造

東
大
寺
司
解（
（（
（

」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

　

以
上
、
天
平
宝
字
六
年
の
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
製
作
の
経
緯
を
整
理
し

た
が
、
次
に
、
こ
れ
が
技
術
史
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を

検
討
し
て
み
た
い
。

（
二
）　

考
古
学
の
知
見
か
ら

　

杉
山
洋（
（（
（

・
中
川
あ
や（
（（
（

に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
一
般
的
な
唐
式
鏡

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	
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の
鋳
造
は
踏
み
返
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
天
平
宝
字
六
年
の
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
に
つ
い
て
技
術

史
的
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
杉
山（
（（
（

は
、
一
枚
の
原
型
鏡
を
作
成
し
、
こ
れ

を
基
に
製
品
四
面
を
踏
み
返
し
に
よ
り
鋳
造
し
た
と
推
定
す
る
。
そ
の
原
型

鏡
の
製
作
方
法
は
、
以
下
に
述
べ
る
根
拠
か
ら
、
挽
型
凸
型
技
法
に
よ
る
も

の
で
、
鏡
背
文
様
は
蠟
型
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
「
東
大
寺
鋳
鏡
用
度
文
案（
（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
原
材
料
中
に
青
銅
の
原

料
と
な
る
「
熟
銅
」「
白
鑞
」
と
並
ん
で
「
臈
密
一
斤
」
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
造
東
大
寺
司
へ
の
移
管
品
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

蠟
を
用
い
る
工
程
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
工
人

の
中
に
「
鋳
工
」
と
区
別
さ
れ
て
「
細
工
」「
六
呂
（
轆
轤
）
工
」
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
轆
轤
工
が
土
製
鏡
胎
を
挽
出
し
、
細

工
が
土
製
鏡
胎
上
に
蠟
で
文
様
を
作
る
工
程
に
携
わ
り
、
凸
型
を
製
作
し
、

こ
れ
を
鋳
型
土
で
包
ん
で
凹
型
と
し
、
一
枚
の
原
型
鏡
を
製
作
し
た
と
推
定

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
先
述
し
た
年
欠
（
天
平
宝
字
六
年
五
月
一
日
か
）「
造
東
大
寺

司
解（
（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
鋳
所
の
作
物
の
中
に
「
作
御
鏡
形
」
が
あ
る
が
、
こ
れ

と
は
別
に
、
造
仏
所
の
作
物
の
中
に
、「
捻
御
鏡
背
文
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

造
仏
所
作
物
に
は
「
捻
四
王
御
身
」
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
塑
像
製
作
を
示
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
捻
」
と
は
、
粘
土
・
蠟
蜜
な
ど
可
塑
性
の
物
で
形
を

作
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
蠟
に
よ
る
鏡
背
文
様
の
製
作
は
、
塑
像
製
作
と
同
様

に
造
仏
所
が
担
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
印
製
作
の
所
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
蠟
原
型
に
よ
る
鋳
造
は
一
回

に
限
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
の
場
合
で
も
踏
み
返
し

に
よ
っ
て
増
や
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
複
製
品
で
あ
り
、
大
き
さ
も
縮
小
す

る（
（（
（

。
蠟
原
型
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
決
め
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
り
、

奈
良
時
代
に
一
般
的
で
あ
っ
た
踏
み
返
し
技
法
の
よ
う
な
、
既
存
の
デ
ザ
イ

ン
の
複
製
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）　

文
献
史
料
と
考
古
学
の
知
見
か
ら

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
の
製
作
過
程
か
ら
判

明
す
る
こ
と
を
整
理
す
る
。

　

第
一
に
、
孝
謙
太
上
天
皇
の
勅
が
女
官
を
通
じ
て
造
石
山
院
所
へ
伝
え
ら

れ
て
製
作
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
別
稿
で
検
討
し

た
「
奉
口
勅
索
物（
（（
（

」
と
同
様
の
あ
り
方
で
あ
り
、
太
上
天
皇
家
産
機
構
の
枠

組
み
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
原
材
料
・
労
働
者
へ
給
付
す
る
食
料
は
内
裏
か
ら
調
達
す
る
こ

と
が
原
則
だ
っ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
物
資
調
達
の
面
で
も
太
上
天
皇
家
産

機
構
側
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
三
に
、
鋳
工
の
所
属
は
造
東
大
寺
司
で
あ
る
一
方
、
当
初
の
計
画
で
は

石
山
院
に
出
向
し
て
製
作
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

実
際
は
奈
良
で
作
業
し
た
が
、
鋳
工
は
造
東
大
寺
司
に
固
定
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
流
動
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

造
東
大
寺
司
は
聖
武
天
皇
勅
願
寺
で
あ
り
、
天
皇
家
産
機
構
の
一
部
を
構

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	
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成
し
て
い
た（
（（
（

。
銅
工
に
関
し
て
言
え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
、
同
じ
く
天
皇
家

産
機
構
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
中
務
省
被
管
の
内
匠
寮
か
ら
銅
工
が
出
向
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
特
定
の
官
司
・
機
関
で
技
術
労
働
力
を
固
定
的

に
抱
え
込
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
天
皇
家
産
機
構
全
体
で
緩
や
か
に
確

保
し
、
需
要
に
応
じ
て
機
動
的
に
配
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
不
採
用
分
な
が
ら
、
鏡
背
文
の
下
絵
が
存
在
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
発
注
者
側
が
比
較
検
討
、
決
定
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
で
あ
っ
て
、
既
存
の
も
の
を
踏
襲
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。

　

第
五
に
、
蠟
型
に
よ
り
原
型
鏡
を
鋳
造
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
奈
良

時
代
の
一
般
的
な
唐
式
鏡
鋳
造
は
既
存
の
鏡
の
踏
み
返
し
で
あ
っ
た
が
、
蠟

型
で
原
型
鏡
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
採

用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
下
絵
の
存
在
と
対
応
す
る
こ
と
が

ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
製
作
に
お
い
て
は
、
製
作
命

令
の
伝
達
、
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
、
原
材
料
の
調
達
、
技
術
労
働
力
の
確
保
、

労
働
者
へ
の
給
付
と
い
う
、
手
工
業
生
産
に
関
わ
る
重
要
な
諸
点
に
つ
い
て
、

天
皇
（
太
上
天
皇
）
の
家
産
機
構
の
枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
と
評
価

で
き
る
。

三　

小
結

　

本
節
で
は
印
・
鏡
の
鋳
造
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お

い
て
も
、
鋳
型
の
一
回
性
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
で
き
る
な
ど
の

点
で
、
蠟
型
に
よ
る
鋳
造
と
い
う
技
法
の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
蠟
型
技
法
は
、
小
金
銅
仏
に
代
表
さ
れ
る
造
寺
造
仏
技

術
伝
来
に
伴
い
導
入
さ
れ
た
新
し
い
技
術
で
あ
っ
た
。
唐
式
鏡
も
、
先
に
挙

げ
た
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
仏
の
荘
厳
に
用
い
ら
れ
る
の
が
最
大
の
需
要
で
あ
り
、
同
様
の
歴
史
的

背
景
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、
造
寺
造
仏
に
関
係

す
る
鋳
造
技
術
全
体
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

第
三
節　

造
寺
・
造
仏
に
お
け
る
鋳
銅

一　

露
盤

　

造
寺
造
仏
に
関
わ
る
鋳
造
技
術
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
崇
峻
元

年
、
百
済
が
仏
舎
利
と
共
に
僧
・
寺
工
・
鑪
盤
博
士
・
瓦
博
士
・
画
工
を
献

上
し
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
。
彼
ら
の
技
術
は
、
直
ち
に
法
興
寺
（
飛
鳥
寺
）

の
造
営
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（
（（
（

。

　

造
寺
関
係
の
技
術
者
の
中
に
み
え
る
「
鑪
盤
博
士
」
の
「
鑪
盤
（
露
盤
）」

と
は
、
現
在
は
仏
塔
の
相
輪
下
部
の
一
部
の
み
を
指
す
が
、
後
述
の
粟
原
寺

伏
鉢
銘
に
み
え
る
よ
う
に
、
当
時
は
相
輪
全
体
を
指
す
場
合
も
あ
っ
た
。
青

銅
製
露
盤
の
製
作
技
法
は
、
土
製
原
型
か
ら
外
型
を
製
作
し
た
後
に
、
原
型

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	
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を
銅
の
厚
さ
分
だ
け
削
っ
て
中
子
と
し
、
空
隙
に
溶
銅
を
流
し
込
ん
で
鋳
造

す
る
も
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
技
法
は
、
後
の
東
大
寺
大
仏
鋳
造
に
つ
な
が
る
技

術
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
鑪
盤
博
士
が
伝
え
た
技
術
は
こ
の
技
法
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
蠟
型
技
法
な
ど
も
含
め
、
仏
教
に
関
わ
る
青
銅
製

品
の
鋳
造
技
術
一
般
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
節
で
は
、
造
寺
造
仏
に
関
わ
る
鋳
造
技
術
を
、
品
目
別
に
検
討
す
る
が
、

そ
の
際
に
製
品
自
体
に
記
さ
れ
た
銘
文
に
着
目
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、

工
人
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
発
願
者
側
の
意
向
が
反
映
す
る
も
の
で
あ

り
、
製
作
主
体
と
発
注
主
体
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
材
料
と
な
る
。

　

ま
ず
、「
鑪
盤
博
士
」
の
名
称
の
由
来
と
な
っ
た
露
盤
に
つ
い
て
み
て
い

き
た
い
。
相
輪
の
部
品
の
中
で
、
銘
文
を
も
つ
奈
良
時
代
の
遺
品
と
し
て
著

名
な
も
の
に
、
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
の
粟
原
寺
伏
鉢（

（（
（

が
あ
る
。
銘
文
の
概

略
は
、「
持
統
天
皇
の
時
、
仲
臣
朝
臣
大
嶋
が
草
壁
皇
子
の
た
め
に
伽
藍
造

営
を
発
願
し
た
が
、
甲
午
年
（
六
九
四
）
比
売
朝
臣
額
田
が
こ
の
事
業
を
引

き
継
い
で
、
和
銅
八
年
ま
で
に
金
堂
・
釈
迦
丈
六
像
を
造
立
し
、
和
銅
八
年

四
月
、
三
重
塔
に
七
層
の
鑪
盤
（
相
輪
）
を
上
げ
た
。」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
発
願
者
で
あ
る
比
売
朝
臣
額
田
の
意
志
が
銅
工
に
伝

え
ら
れ
て
記
銘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
他
、
露
盤
鋳
造
技
術
と
貴
族
層
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
、
長
屋
王

家
木
簡
の
資
料（
（（
（

が
あ
る
。
長
屋
王
家
木
簡
中
の
食
料
支
給
伝
票
の
中
に
「
鏤

盤
所
」「
鋳
物
所
」「
銅
造
所
」
が
み
え
、「
長
」「
銅
造
」「
鋳
物
師
」
な
ど

の
技
術
者
に
食
料
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（
（（
（

。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
発
願
者
（
貴
族
層
）
の
意
志
が
銅
工
に
伝
え
ら
れ
て

露
盤
が
製
作
さ
れ
た
り
、
技
術
者
に
貴
族
の
家
政
機
関
か
ら
食
料
が
給
付
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二　

梵
鐘

　

梵
鐘
の
製
作
技
法
は
、
軸
を
芯
と
し
て
挽
型
を
回
転
さ
せ
、
土
製
外
型
・

中
子
を
作
り
、
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
空
隙
に
溶
銅
を
流
し
込
ん
で
鋳
造
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
梵
鐘
も
仏
教
伝
来
以
降
の
製
品
で
あ
り
、
新
し
い

技
術
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

梵
鐘
の
銘
文
に
は
、
大
き
く
陰
刻
と
陽
鋳
が
あ
る
。
前
者
は
、
追
刻
・
偽

刻
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
者
は
鋳
型
の
段
階
で
文
字
を
記
す
こ
と
に
な
る

の
で
、
製
作
段
階
の
記
銘
で
あ
る
。
製
作
主
体
と
発
注
主
体
の
関
係
を
考
え

る
た
め
の
材
料
と
し
て
確
実
な
の
は
後
者
で
あ
る
。

　

坪
井
良
平
『
日
本
古
鐘
銘
集
成（
（（
（

』
か
ら
、
一
〇
世
紀
ま
で
の
発
注
主
体
に

関
わ
る
陽
鋳
に
よ
る
銘
文
を
持
つ
資
料
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
番
号
は
『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』
に
従
う
）。

　

一　

京
都
府
妙
心
寺
鐘
銘　

戊
戌
年
（
六
九
八
）

　
　
　
「
戊
戌
年
四
月
十
三
日
壬
寅
収
糟
屋
評
造
舂
米
連
広
国
鋳
鐘
」

　

三　

福
井
県
織
田
神
社
鐘
銘　

神
護
景
雲
四
年
（
宝
亀
元
年
、
七
七
〇
）

　
　
　
「
剣
御
子
寺
鐘

　
　
　

神
護
景
雲
四
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年
九
月
十
一
日
」

　

四　

福
岡
県
西
光
寺
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　
　

承
和
六
年
（
八
三
九
）

　
　
　
「
伯
耆
国
金
石
寺
鐘
」

　

五　

京
都
府
大
雲
寺
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　
　

天
安
二
年
（
八
五
八
）

　
　
　
「
比
叡
山
延
暦
寺
西
宝
幢
院
」

　

六　

京
都
府
神
護
寺
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　
　

貞
観
一
七
年
（
八
七
五
）

　
　
　
「
愛
当
之
山
神
護
之
寺
」

　

七　

高
知
県
延
光
寺
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　
　

延
喜
一
一
年
（
九
一
一
）

　
　
　
「
弥
勒
寺
」

　

八　

奈
良
県
栄
山
寺
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　
　

延
喜
一
七
年
（
九
一
七
）

　
　
　
「
道
澄
寺
」

　

一
〇
井
上
恒
一
氏
所
蔵
鐘
銘
（
一
部
抄
出
）　　

貞
元
二
年
（
九
七
七
）

　
　
　
「
飯
高
郡
上
寺
」

　

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
地
方
豪
族
を
含
む
発
願
者
名
や
寺
名
が
記
さ
れ
て
お

り
、
発
注
主
体
の
意
志
が
製
作
段
階
で
製
作
主
体
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

三　

小
金
銅
仏　

附
墓
誌

　

小
金
銅
仏
の
鋳
造
技
術
は
蠟
型
に
よ
る（
（（
（

。
こ
れ
に
記
さ
れ
た
銘
文
は
刻
銘

の
場
合
が
多
く
、
追
刻
・
偽
刻
の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
。
し
か
し
、
鍍

金
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
、
刻
銘
内
に
金
の
付
着
が
あ
れ
ば
、
刻
銘
後
に
鍍

金
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
製
品
製
造
に
お
け
る
一
連
の
工
程
の

中
で
記
銘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
既
製
品
に
後
に
刻
ん
だ
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
も
金
銅
製
品
製
作
主
体
と
発
注
主
体
の
関
係
を
示
す
資
料
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏（
（（
（

』

か
ら
、
刻
銘
内
に
金
の
付
着
が
あ
る
資
料
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
（
番
号
は
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
に
従
う
）。

　

二　

菩
薩
半
跏
像　

丙
寅
年
（
六
〇
六
ま
た
は
六
六
六
）

　
　
　
「
歳
次
丙
寅
年
正
月
生
十
八
日
記
高
屋

　
　
　

大
夫
為
分
韓
国
婦
夫
人
名
阿
麻
古
願
南
无
頂
礼
作
奏
也
」

　

四　

観
音
菩
薩
立
像　

辛
亥
年
（
六
五
一
か
）

　
　
　
「
辛
亥
年
七
月
十
日
記
笠
評
君
名
左
古
臣
辛
丑
日
崩
去
辰
時
故
児
在	

　
　
　

布
奈
太
利
古
臣
又
伯
在
□
古
臣
二
人
乞
願
」

　

九　

法
隆
寺
銅
板
造
像
記
（
一
部
抄
出
）　

甲
午
年
（
六
九
四
）

　
　
　
「
甲
午
年
三
月
十
八
日
鵤
大
寺
徳
聡
法
師
片
岡
王
寺
令
弁
法
師

　
　
　

飛
鳥
寺
弁
聡
法
師
三
僧
所
生
父
母
報
恩
敬
奉
観
世
音
菩
薩
像
」

　

一
一
阿
弥
陀
三
尊
像

　
　
　
「
山
田
殿
像
」

　

こ
の
う
ち
、
特
に
二
は
、
蠟
型
に
文
字
を
彫
り
込
ん
だ
可
能
性
が
高
く（
（（
（

、

蠟
型
製
作
時
点
ま
で
に
鋳
造
技
術
者
に
発
注
者
の
意
志
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

一
一
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と
に
な
る
。

　

次
に
墓
誌
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
墓
誌
は
蠟
型
技
法
に
よ
る
鋳
造
と
は
限

ら
な
い
し
、
造
寺
造
仏
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
仏
教

の
影
響
を
受
け
た
火
葬
墓
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
新
し
い
も
の
で
あ
る
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
刻
銘
は
同
様
に
製
作
主
体
と
発
注
主
体
の
関
係
を
示

す
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

　

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
日
本
古
代
の
墓
誌（
（（
（

』
か
ら
、
刻

銘
内
に
金
の
付
着
が
あ
る
資
料
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
番

号
は
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』
に
従
う
）。

　

二　

小
野
毛
人
墓
誌　

丁
丑
年
（
六
七
七
）

　

四　

威
奈
真
人
大
村
骨
蔵
器　

慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）

　

九　

山
代
真
作
墓
誌　

戊
辰
年
（
七
三
八
）

　

一
〇
小
治
田
安
万
侶
墓
誌　

神
亀
六
年
（
七
二
九
）

　

一
三
石
川
年
足
墓
誌　

天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
銘
文
か
ら
推
定
さ
れ
る
発
注
主
体
（
仏
像
発
願
者
・

被
葬
者
遺
族
）
か
ら
製
作
主
体
（
金
工
技
術
者
）
に
意
志
が
伝
達
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
特
に
小
金
銅
仏
は
蠟
型
技
法
に
よ
る
鋳
造
で
あ
っ

て
、「
高
屋
大
夫
（
韓
国
婦
夫
人
の
阿
麻
古
）」「
笠
評
君
」「
山
田
殿
」
な
ど
、

中
央
・
地
方
の
豪
族
が
技
術
者
と
直
接
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
蠟
型
技
法
を
含
む
新
鋳
造
技
術
は
、
国
家
に
独
占
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
く
、
諸
氏
族
に
も
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四　

小
結

　

以
上
、
本
節
で
は
露
盤
、
梵
鐘
、
小
金
銅
仏
に
つ
い
て
検
討
し
、
造
寺
造

仏
に
関
わ
る
鋳
造
に
お
い
て
、
皇
族
・
貴
族
・
地
方
豪
族
ら
が
製
作
工
人
に

意
志
を
伝
え
て
、
製
品
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
寺
院
に

つ
い
て
も
、
氏
寺
は
氏
族
の
家
産
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
の

で
、
い
ず
れ
の
場
合
も
皇
貴
族
ら
の
家
産
制
の
枠
組
み
の
中
で
生
産
さ
れ
て

い
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

但
し
、
こ
れ
ら
の
物
品
は
非
日
常
の
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、
鋳
銅
工
人
は
、

常
時
特
定
の
貴
族
の
家
政
に
固
定
的
に
隷
属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
ろ

う
。
需
要
に
応
じ
て
奉
仕
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

第
四
節　

鋳
銅
技
術
の
国
家
管
理

一　
「
家
産
官
司
制
的
手
工
業
」

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
造
寺
造
仏
に
関
わ
る
鋳
造
技
術
は
、
崇
峻
元
年
、

飛
鳥
寺
の
造
営
に
際
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
飛
鳥
寺
は
蘇
我
氏
の

氏
寺
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
が
、『
日
本
書
紀
』
天
武
九
年
四
月
是

月
条
に
よ
れ
ば
、
天
武
朝
ま
で
に
「
官
治
」
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。「
官

治
」
と
さ
れ
た
契
機
は
、
蘇
我
氏
の
本
宗
家
が
倒
さ
れ
た
乙
巳
の
変
で
あ
ろ

う
。『
日
本
書
紀
』
皇
極
四
年
六
月
丁
酉
条
に
よ
れ
ば
、
変
に
際
し
て
、
中
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大
兄
皇
子
は
飛
鳥
寺
を
軍
事
的
に
接
収
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
飛
鳥
寺
は

「
没
官（

（（
（

」
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
皇
（
大
王
）
家
産
機
構
へ
編
入

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る（

（（
（

。
寺
院
造
営
に
関
わ
る
工
房
・
技
術
者
も
同
様
に

処
理
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

但
し
、「
没
官
」
後
、
造
寺
造
仏
技
術
は
天
皇
に
独
占
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
乙
巳
の
変
直
後
、
次
の
詔
が
出
さ
れ
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
癸
卯
条

　
　
「
詔
曰
…
凡
自
二天
皇
一至
于二
伴
造
一所
レ造
之
寺
、
不
レ能
レ営
者
、
朕
皆
助
作
。」

　

こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
文
は
、「
天
皇
」
の
寺
を
「
朕
」
が
「
助
作
」
す

る
の
は
文
意
の
上
で
不
自
然
な
の
で
、
何
ら
か
の
改
変
が
な
さ
れ
た
後
の
も

の
で
あ
る
と
疑
わ
れ
る
が
、
氏
寺
の
造
営
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
白
鳳
期
の
氏
寺
造
営
、
小
金
銅
仏
製
作
の
盛
行
に
つ
な
が
っ

た
。
天
皇
が
氏
寺
の
造
営
を
援
助
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
基
礎
の
一
つ

に
は
、
飛
鳥
寺
工
房
の
天
皇
家
産
機
構
へ
の
編
入
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で

き
る
。

　

そ
の
後
、
律
令
官
僚
機
構
が
整
備
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
鋳

銅
技
術
（
特
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た
蠟
型
技
法
）
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
の

か
を
整
理
す
る
。
蠟
型
技
法
に
注
目
す
る
の
は
、
先
に
も
論
じ
た
よ
う
に
、

唯
一
の
製
品
、
発
注
者
の
意
志
が
直
接
反
映
さ
れ
た
製
品
を
作
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
令
制
で
は
、
大
蔵
省
被
管
の
典
鋳
司
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
雑
戸
が
従
来
の
技
術
を
担
う
鍛
冶
司
と
は
別
に
、
蠟
型
技
法
を

中
心
と
す
る
鋳
銅
を
担
当
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
が
、
実
際
は
機
能
し
な

か
っ
た
。
現
実
に
は
、
中
務
省
被
管
の
内
匠
寮
で
蠟
型
技
法
を
含
む
鋳
銅
技

術
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
中
務
省
は
大
蔵
省
よ
り
も
天
皇
家
産
機

構
と
し
て
の
性
格
が
強
い
官
司
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
、
天
平

勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
に
内
匠
寮
の
銅
鉄
工
が
造
東
大
寺
司
へ
出
向
し
て
い

る
こ
と
や
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
お
け
る
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡

製
作
の
あ
り
方
か
ら
判
断
し
て
、
一
つ
の
官
司
で
固
定
的
に
管
理
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
造
東
大
寺
司
を
含
む
天
皇
家
産
機
構
内
で
緩
や
か
に
掌
握

し
、
需
要
に
応
じ
て
技
術
者
を
配
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
内
匠
寮
や
造
東
大
寺
司
と
い
っ
た
官
司
で
行
わ
れ
て
い

た
手
工
業
の
あ
り
方
を
、「
天
皇
（
太
上
天
皇
を
含
む
）
の
家
産
制
的
手
工

業
」
の
下
位
分
類
と
し
て
の
「
天
皇
の
家
産
官
司
制
的
手
工
業
」
と
位
置

づ
け
る
こ
と
に
す
る（
（（
（

。「
家
産
制
的
手
工
業
」
一
般
の
枠
組
み
で
考
え
る
と
、

品
部
・
雑
戸
制
に
よ
る
手
工
業
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
家
産
官
司

制
的
手
工
業
」
は
、
造
寺
造
仏
技
術
伝
来
以
降
の
新
し
い
技
術
を
担
っ
て
い

る
点
、
氏
族
制
的
枠
組
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
お
い
て
、
品
部
・

雑
戸
制
と
は
区
別
さ
れ
る
。
天
皇
の
家
産
官
司
制
的
手
工
業
に
お
い
て
は
、

製
作
命
令
の
伝
達
に
お
い
て
、
一
般
官
僚
機
構
を
媒
介
と
し
な
い
「
奉
口
勅

索
物
」
に
準
ず
る
あ
り
方
で
天
皇
の
意
志
が
直
接
反
映
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
に
も
天
皇
も
し
く
は
そ
の
側
近
が
関
与
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
原
材
料
の
調
達
、
技
術
労
働
力
の
確
保
、
労
働
者
へ
の
給

付
も
、
天
皇
家
産
機
構
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

　

本
稿
第
二
節
で
は
、
こ
う
し
た
天
皇
の
家
産
官
司
制
的
手
工
業
の
存
在
を

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

一
三
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あ
き
ら
か
に
し
た
が
、
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
八
世
紀
で
も
天
皇
家
産

機
構
で
鋳
造
技
術
を
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、
項
を
改
め
て
、

天
皇
家
産
機
構
以
外
で
の
鋳
銅
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

貴
族
の
家
産
制
的
手
工
業

　

先
に
、
長
屋
王
宅
に
付
属
し
て
「
鏤
盤
所
」「
鋳
物
所
」「
銅
造
所
」
な
ど

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
貴
族
家
政
機
関
で
鋳
銅
を

行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）、
法
華
寺
金
堂
造
営
に
石
村
宿
奈
万
呂
ら
五

名
の
鋳
工
が
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
、
年
欠
（
天
平
宝
字
四
年
か
）「
作
金

堂
所
解
」
及
び
そ
の
案（
（（
（

（
法
華
寺
金
堂
造
営
に
際
し
、
諸
工
人
に
対
し
そ
の

等
級
ご
と
に
蠟
・
綿
等
を
支
給
し
た
帳
簿
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
法
華
寺
金
堂

造
営
で
は
蠟
型
技
法
に
よ
る
鋳
造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
年
欠
（
天
平

宝
字
四
年
か
）「
造
金
堂
所
解
案（
（（
（

」
に
、
必
要
物
資
と
し
て
白
鑞
・
熟
銅
・

鉄
精
・
臈
蜜
が
購
入
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
り
、
石
村
宿
奈
万

呂
は
蠟
型
技
法
に
も
対
応
で
き
る
技
術
者
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

そ
の
石
村
宿
奈
万
呂
は
、
年
未
詳
（
天
平
宝
字
四
年
か
）
九
月
一
三
日

「
作
院
所
解（

（（
（

」
に
、「
一
、
依
二先
日
宣
一、
鋳
工
石
村
宿
奈
万
呂
仰
給
、
室
内
親

王
宮
令
レ可
レ参
二銅
工
一、
以
二今
日
一令
レ参
既
畢
、
然
更
還
来
云
、
明
日
参
来
者
宜
、

仍
今
日
間
院
家
留
物
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
室
内
親
王
の
宮
へ

派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
一
二
月
三
〇
日
「
大
宰
帥
宅
牒（
（（
（

」
に

よ
れ
ば
、
大
宰
帥
卿
（
藤
原
真
先
）
宅
が
銅
工
宗
形
石
麻
呂
の
上
日
を
造
東

大
寺
司
に
報
告
し
て
お
り
、
銅
工
が
造
東
大
寺
司
か
ら
藤
原
真
先
宅
に
出
向

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
み
て
、
技
術
者
は
流
動
的
で
あ
り
、
天
皇
家
産
機
構
内

の
み
な
ら
ず
、
皇
貴
族
宅
も
含
め
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
る
の
が

実
態
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
寺
院
相
互
に
お
け
る
技
術
者
の
融
通
も
行
わ
れ
て
い
た
。
梵
鐘

の
鋳
造
に
際
し
て
は
、
拠
点
的
な
工
房
で
鋳
造
す
る
場
合
の
他
、
納
入
先
の

寺
院
へ
赴
い
て
作
業
を
行
う
「
出
吹
き
」
や
、
納
入
先
の
寺
院
と
は
別
の
寺

院
で
鋳
造
す
る
場
合
が
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
弘
仁
一
一
年
（
八
二

〇
）
正
月
丁
卯
条
に
は
、「
先
レ是
、
鋳
二造
四
天
王
像
於
常
住
寺
一。
至
レ是
功
成
、

遷
二近
江
国
梵
釈
寺
一。」
と
あ
り
、
山
城
国
常
住
寺
で
、
近
江
国
梵
釈
寺
向
け

銅
造
四
天
王
像
を
鋳
造
し
輸
送
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、
蠟
型
技
法
を
は
じ
め
と
す
る
造
寺
造
仏
関
係
鋳
銅
技
術
に
つ
い
て

述
べ
た
が
、
蠟
型
以
外
の
技
術
に
つ
い
て
み
て
も
、
国
家
は
こ
れ
を
独
占

し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
私
鋳
銭
は
当
然
禁
止
の
対
象
で
あ
る
が
、
鋳
造

技
術
が
民
間
に
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
制
限
し
た
形
跡
が
な
い
。『
日
本
後

紀
』
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
八
月
甲
子
条
に
「
免
二囚
人
日
下
部
土
方
一補
二木
工

長
上
一。
土
方
者
摂
津
国
武
庫
郡
人
。
以
二私
鋳
銭
一著
レ蠟
。
役
二於
堀
川
一。
頗
善
二工

巧
一。
仍
棄
レ瑕
取
レ才
。」
と
あ
り
、
民
間
に
優
秀
な
鋳
造
技
術
が
存
在
し
て
お

り
、
国
家
は
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、『
類
聚
三
代
格
』

一
四
、
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）
三
月
二
七
日
太
政
官
符
「
応
停
止
鋳
造
銅

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	

一
四
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器
交
易
民
間
事
」
に
よ
れ
ば
、
鋳
銭
司
で
用
い
る
べ
き
長
門
国
内
の
銅
が
民

間
に
流
出
し
、
私
的
に
銅
器
を
製
作
し
て
交
易
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
銭
貨
原
料
銅
の
確
保
が
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

銅
器
を
製
作
す
る
技
術
の
流
出
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
家
、
或
い
は
天
皇
家
産
機
構
は
鋳
銅
技
術
を
独
占
し
よ

う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
鋳
銅
に
必
要
な

物
資
も
独
占
し
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
先
述
の
貞
観
一
八
年
太
政
官
符

で
は
、
長
門
国
内
の
銅
に
つ
い
て
鋳
銭
司
で
の
独
占
を
命
じ
て
お
り
、
九
世

紀
段
階
に
お
い
て
需
給
関
係
が
悪
化
し
た
状
況
の
下（
（（
（

で
は
強
制
的
に
確
保
が

図
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
般
的
な
あ
り
方
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
原
料
銅
一
般
に
つ
い
て
は
、
長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
の
中
に

「
太
政
大
殿
」「
家
原
殿
」
に
供
給
す
る
た
め
の
銅
の
付
札
が
あ
り（
（（
（

、
ま
た
、

東
大
寺
出
土
木
簡
に
は
、
光
明
皇
后
宮
か
と
推
定
さ
れ
る
「
宮
」
が
、
大
仏

造
立
の
た
め
に
銅
を
供
給
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、

貴
族
家
産
機
構
に
銅
が
供
給
さ
れ
、
寺
院
造
営
に
も
融
通
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
蠟
型
の
材
料
も
融
通
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
内
匠
寮
が

管
理
し
て
い
る
蠟
型
鋳
銅
に
必
要
な
物
資
が
、
興
福
寺
西
金
堂
造
営
に
際
し

供
給
さ
れ
て
い
た
（
天
平
六
年
（
七
三
四
）
五
月
一
日
「
造
仏
所
作
物
帳（
（（
（

」）。

　

必
要
物
資
は
購
入
し
て
調
達
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
法
華
寺
金
堂

造
営
で
は
蠟
型
技
法
に
よ
る
鋳
造
に
必
要
な
物
資
を
購
入
し
て
い
る
し
（
年

欠
（
天
平
宝
字
四
年
か
）「
造
金
堂
所
解
案（
（（
（

」）、
天
平
宝
字
六
年
の
孝
謙
太

上
天
皇
勅
願
鏡
製
作
の
際
に
も
白
鑞
の
購
入
が
予
定
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
つ
ま
り
、

原
材
料
は
銭
貨
に
よ
っ
て
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
国
家
、
或
い
は

天
皇
家
産
機
構
が
独
占
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
の
供
給
に
完
全
に
依
存
し
て

い
た
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
銅
原
料
の
流
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、

平
城
京
跡
右
京
八
条
一
坊
十
三
・
十
四
坪
に
あ
っ
た
工
房
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
鋳
銅
・
木
工
・
漆
工
な
ど
の
工
房
が
存
在
し
て
い
た
が
、
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
の
発
掘
調
査
報
告
書（
（（
（

で
は
、
鋳
銅
工
房
を
大
蔵
省
典
鋳
司
の
工

房
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
異
論
が
あ
り
、
杉
山

洋（
（（
（

は
当
該
遺
跡
に
お
け
る
鋳
銅
技
術
が
大
阪
府
堺
市
（
旧
美
原
町
）
所
在
の

太
井
遺
跡
の
そ
れ
と
共
通
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
私
営
工
房
の
集
合
体
と
評

価
し
、
鬼
頭
清
明（
（（
（

は
当
該
遺
跡
の
立
地
が
西
市
に
近
い
こ
と
を
重
視
し
て
市

に
関
係
す
る
工
房
と
み
る
。
工
房
の
経
営
主
体
が
ど
こ
か
と
い
う
問
題
は

軽
々
に
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
別
稿（
（（
（

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

当
該
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
反
古
紙
と
し
て
の
供
給
経
路
を
考
え
る

と
、
市
か
ら
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
生
産
に
必
要
な
物
資
は
市
か
ら

調
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
遺
跡
で
行
わ
れ
て
い
た
鋳
銅
に
お
い
て
も
、

原
料
は
市
で
購
入
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
鋳
銅
技
術
は
国
家
機
構
側
か
ら
み
れ
ば
、

造
東
大
寺
司
を
含
む
天
皇
家
産
機
構
で
確
保
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
全
体
の

ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
国
家
が
把
握
し
て
い
る
外
側
に
も
広
範
に
鋳
銅
技
術

は
存
在
し
、
原
料
や
製
品
も
流
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
こ
れ

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

一
五
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は
、
別
稿（

（（
（

で
考
察
し
た
土
器
の
あ
り
方
と
類
似
し
て
い
る
が
、
土
器
ほ
ど
一

般
に
需
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
皇
貴
族
に
偏
在
し
て
い
た
と
評
価
で

き
る
。

三　

天
皇
の
家
産
制
的
手
工
業
と
貴
族
の
家
産
制
的
手
工
業

　

本
稿
の
視
角
に
関
連
し
て
、「
私
」
的
な
銅
器
生
産
を
重
視
す
る
見
解
と

し
て
八
木
充（
（（
（

や
杉
山
洋（
（（
（

の
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
に
は
「
官
」
の
手
工
業
と
「
私
」
の
手
工
業

が
い
か
な
る
関
係
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
両
者
の
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
天
皇
の
家
産

制
的
手
工
業
と
貴
族
の
家
産
制
的
手
工
業
と
の
関
係
を
再
度
明
確
に
し
て
お

き
た
い
。

　

八
木
は
貴
族
層
の
鋳
銅
生
産
を
高
く
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
点
は
私
見

と
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
は
、
典
鋳
司
の
あ
り
方
に
み
る
よ
う
に
、
本

来
積
極
的
に
鋳
銅
工
人
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
は
お
ら
ず
、
銅
の
私
採
私
鋳

が
基
本
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
が
、
銭
貨
鋳
造
を
契
機
に
国
家
の
掌
握
が
強

化
さ
れ
た
と
み
て
、
官
採
官
鋳
と
私
採
私
鋳
を
対
立
的
に
捉
え
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
見
解
は
、
飛
鳥
寺
造
営
以
来
の
新
技
術
を
天
皇
家
産
機
構
が
掌

握
し
、
皇
貴
族
層
に
技
術
移
転
し
た
こ
と
を
軽
視
し
て
い
る
。
確
か
に
原
料

銅
の
需
給
関
係
に
よ
っ
て
は
競
合
す
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
以
前
に

お
い
て
は
、
天
皇
家
産
機
構
と
皇
貴
族
家
産
機
構
は
、
鋳
銅
原
料
・
技
術
者

の
融
通
に
お
い
て
親
和
的
側
面
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
杉
山
は
奈
良
時
代
の
手
工
業
に
お
い
て
、「
私
営
工
房
」「
政
所
工

房
」「
官
営
工
房
」
の
類
型
を
提
示
し
た
上
で
、
こ
の
中
で
も
律
令
体
制
に

包
摂
さ
れ
な
い
部
分
を
重
視
し
、
平
城
京
跡
右
京
八
条
一
坊
十
三
・
十
四
坪

の
工
房
の
よ
う
な
大
規
模
な
工
房
を
「
官
営
工
房
」
と
み
な
す
議
論
を
批
判

す
る
。
杉
山
は
別
稿
で
飛
鳥
池
遺
跡
の
工
房
も
「
官
営
工
房
」
で
は
な
く
、

飛
鳥
寺
付
属
の
工
房
と
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。

　

律
令
制
の
外
側
に
あ
る
手
工
業
の
存
在
を
重
視
す
る
点
は
私
見
と
共
通
し

て
お
り
、
従
う
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
杉
山
は
な
お
「
官
営
工
房
」
の
類
型

を
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
官
営
」
の
質
が
問
題
で
あ
る
。

　

杉
山
は
、「
官
営
工
房
」
の
類
型
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
内
匠
寮
・

造
東
大
寺
司
・
孝
謙
太
上
天
皇
勅
願
鏡
製
作
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
再

三
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
皇
の
家
産
機
構
で
あ
っ
て
、
一
般
の
官
僚
機
構
で

は
な
い
。
別
稿（
（（
（

で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
皇
の
家
産
機
構
は
「
私
」
的
な
も
の

と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
手
工
業
の
問
題
に
関
し
て
も
、
天
皇
家

産
機
構
は
、
新
技
術
を
他
の
貴
族
家
産
機
構
に
移
転
す
る
源
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
決
し
て
他
と
並
列
的
で
は
な
く
、
統
合
の
中
心
の
位
置
に
あ
る
。
ま

た
、
史
料
用
語
と
し
て
の
「
官
」
は
、「
官
田
」「
官
家
」「
没
官
」
の
よ
う

に
天
皇
に
関
わ
る
も
の
を
指
し
示
す
場
合
も
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え

て
、
天
皇
家
産
機
構
を
「
官
」
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
杉
山
の
議
論

も
承
認
で
き
る
。

　

し
か
し
、
史
料
用
語
と
し
て
の
「
官
」
は
「
太
政
官
」
を
指
す
こ
と
も
あ

り
、
太
政
官
に
統
括
さ
れ
た
一
般
の
官
司
を
指
す
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
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る
の
で
、
家
産
制
的
な
工
房
を
「
官
営
工
房
」
と
類
型
化
す
る
の
は
不
適
切

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
杉
山
自
身
は
「
官
営
工
房
」
に
対
す
る
「
政
所
工
房
」

を
「
貴
族
邸
の
家
政
機
関
に
付
属
す
る
工
房
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
政
所
付

属
工
房
の
意
で
便
宜
的
に
用
い
る
。」
と
明
記
し
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い

が
、
政
所
自
体
で
鋳
銅
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
も
誤
解

を
招
こ
う
。

　

本
稿
第
二
節
・
第
三
節
で
取
り
上
げ
た
鋳
銅
は
、
天
皇
・
皇
貴
族
（
及
び

勅
願
寺
・
氏
寺
）
を
含
め
た
家
産
機
構
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
中
に
は
「
工
房
」
を
構
成
し
な
い
邸
宅
内
で
の
一
時
的
作
業
を
含
む

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
工
房
」
で
は
な
く
「
手
工
業
」
と
し
た
方
が
よ
い
。

そ
こ
で
、
品
部
・
雑
戸
制
を
含
む
全
体
を
「
家
産
制
的
手
工
業
」、
そ
の
う

ち
、
氏
族
制
的
枠
組
み
を
超
え
て
家
産
制
的
官
司
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た

部
分
を
「
家
産
官
司
制
的
手
工
業
」
と
規
定
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
天
皇
・
皇
貴
族
を
含
む
家
産
制
的
手
工
業
の
中
で
、
原
料
・
技
術
者

は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
杉
山
の
提
起
す
る
「
官
営
工
房
」
と
「
政
所
工
房
」

は
、「
天
皇
・
皇
貴
族
の
家
産
制
的
手
工
業
」
の
枠
組
み
で
一
括
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
古
代
の
鋳
銅
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
、

皇
貴
族
の
家
産
制
的
手
工
業
と
い
う
類
型
を
抽
出
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

浮
上
し
て
く
る
課
題
を
最
後
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
本
稿
で
扱
わ
な
か
っ
た
他
の
鋳
銅
製
品
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ

る
。
特
に
東
大
寺
大
仏
の
鋳
造
は
重
要
で
あ
る
。
技
術
的
に
は
露
盤
製
作
技

術
の
延
長
で
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
製
作
機
関
と
し
て
の
造
東
大

寺
司
は
天
皇
家
産
機
構
の
一
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
本
稿
の

検
討
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
必
要
物
資
・
労
働
力
調
達
の
側
面
で
は

日
常
的
調
達
を
超
え
て
お
り
、
別
の
論
理
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
は
鋳
銅
に
限
ら
ず
伽
藍
造
営
全
体
に
直
結
す
る
問
題
で
も
あ
る
。

東
大
寺
の
造
営
に
際
し
て
は
、「
知
識
」
の
問
題
が
不
可
避
で
あ
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
別
途
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
他
の
手
工
業
製
品
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
土
器
に
お
け

る
家
産
制
的
手
工
業
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
し
て
い
る（
（（
（

が
、
同
様
の
事
例
研

究
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
へ
向
け
て
の
展
望
の
問
題
が
あ
る
。
中
世

供
御
人
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
天
皇
の
家
産
制
的
手
工
業
を
位
置
づ
け
、
そ

の
関
係
を
考
え
た
い
の
で
は
あ
る
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

確
か
に
、
古
代
か
ら
中
世
へ
の
連
続
性
を
示
す
史
料
も
あ
る
。『
権
記
』

長
保
元
年
（
九
九
九
）
七
月
一
三
日
条
に
は
、「
下
二内
蔵
寮
申
請
内
匠
寮
事

御
燈
鑪
料
米
十
三
石
余
文
一」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
年
六
月
の
内
裏
焼
亡
に

伴
う
再
建
事
業
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
内
匠
寮
が
燈
炉
を
弁
備
す
る

た
め
に
必
要
な
米
一
三
石
余
に
つ
い
て
、
内
蔵
寮
請
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
燈
炉
は
お
そ
ら
く
鋳
鉄
製
で
あ
る
が
、
銅
と
同
じ
く
鋳
物
師

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	
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が
生
産
し
た
も
の
で
あ
る
。
別
稿（

（（
（

で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
蔵
寮
請
奏
は
蔵
人

所
が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
二
世
紀
以
降
、
諸
国
の
鋳
物
師
が

左
方
・
右
方
の
燈
炉
供
御
人
と
し
て
蔵
人
所
の
下
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る（
（（
（

。

　

ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
太
井
遺
跡
が
あ
る
大
阪
府
堺
市
（
旧
美
原
町
）
は
、

中
世
以
降
活
躍
す
る
河
内
鋳
物
師
の
本
拠
地
で
あ
り
、
中
世
の
鋳
銅
関
係
遺

跡
と
し
て
余
部
遺
跡
、
真
福
寺
遺
跡
な
ど
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
は
古
代
か

ら
中
世
に
わ
た
る
河
内
鋳
物
師
の
連
続
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
古
代
の
鋳
銅
と
中
世
の
鋳
銅
に
は
大
き
な
不
連
続
も
あ

る
。
例
え
ば
、
鏡
は
唐
式
鏡
か
ら
和
鏡
へ
と
移
り
変
わ
り
、
形
態
・
技
術
と

も
に
変
化
す
る（
（（
（

。
印
は
平
安
時
代
中
期
以
降
使
用
場
面
が
少
な
く
な
り
、
新

規
需
要
は
減
少
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
梵
鐘
は
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一

二
世
紀
後
半
に
か
け
て
遺
例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
（
銘
文
の
み
知
ら
れ
る
も
の

は
あ
る
が
）、
こ
の
空
白
時
期
以
降
の
遺
例
は
形
態
が
以
前
と
変
化
し
て
い

る（
（（
（

。
ま
た
、
金
銅
仏
は
平
安
時
代
以
降
少
な
く
な
り
、
木
彫
が
盛
行
す
る
時

代
を
迎
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
断
絶
を
踏
ま
え
て
古
代
と
中
世
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
が
、
あ
げ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

註１	

小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）、
同
『
続
古
代
の
技
術
』（
塙
書

房
、
一
九
六
四
年
）、
浅
香
年
木
『
日
本
古
代
手
工
業
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
七
一
年
）、
石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
分
業
の
問
題
」（『
日
本
古
代
国
家
論

第
一
部
』
一
九
七
三
年
、
初
発
表
一
九
六
三
年
）、
同
「
古
代
社
会
と
手
工
業
の
成
立
」

（『
同
』、
初
発
表
一
九
六
三
年
）

２	

品
部
雑
戸
制
に
つ
い
て
は
、
狩
野
久
「
品
部
雑
戸
制
論
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
初
発
表
一
九
六
〇
年
）、
新
井
喜
久
夫
「
官
員
令

別
記
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
一
六
五
、
一
九
六
二
年
）、
同
「
雑
戸
制
の
一
考
察
」

上
・
下
（『
日
本
歴
史
』
二
三
三
・
二
三
四
、
一
九
六
七
年
）、
同
「
品
部
雑
戸
制
の
解

体
過
程
」（『
日
本
古
代
の
社
会
と
経
済
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）、
平
野
邦

雄
『
大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
筧
敏
生
「
律
令

官
司
制
の
成
立
と
品
部
・
雑
戸
制
」（『
古
代
王
権
と
律
令
国
家
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇

二
年
、
初
発
表
一
九
九
四
年
）、
春
名
宏
昭
「
藤
原
仲
麻
呂
政
権
下
の
品
部
・
雑
戸
と
官

奴
婢
」（
義
江
彰
夫
編
『
古
代
中
世
の
政
治
と
権
力
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、

仕
丁
制
に
つ
い
て
は
、
弥
永
貞
三
「
仕
丁
の
研
究
」（『
日
本
古
代
社
会
経
済
史
研
究
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
初
発
表
一
九
五
一
年
）、
櫛
木
謙
周
『
日
本
古
代
労
働
力
編

成
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
手
工
業
官
司
に
つ
い
て
は
、
中
西
康
裕
「
内

匠
寮
考
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
八
、
一
九
八
三
年
）、
仁
藤
敦
史
「
内
匠
寮
の
成
立
と
そ

の
性
格
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
発
表
一
九
八
五
年
）、

同
「
公
印
鋳
造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
九
、

一
九
九
九
年
）、
芳
之
内
圭
「
平
安
時
代
の
画
所
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
六
五
九
、

二
〇
〇
三
年
）、
同
「
平
安
時
代
の
作
物
所
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
四
八
、
二
〇
〇
四

年
）、
同
「
奈
良
時
代
の
内
匠
寮
」（『
古
代
史
の
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
平

安
時
代
の
宮
中
作
物
所
の
職
掌
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
九
、
二
〇
〇
六
）
な
ど
を
参

照
。

３	

櫛
木
謙
周
・
栄
原
永
遠
男
「
技
術
と
政
治
─
律
令
国
家
と
技
術
」（『
技
術
の
社
会
史
』

一
、
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
）、
櫛
木
謙
周
「
日
本
古
代
手
工
業
論
ノ
ー
ト
」（『
日
本
古
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学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	

一
八
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代
労
働
力
編
成
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
、
初
発
表
一
九
九
一
年
）

４	
鬼
頭
清
明
「
日
本
古
代
の
都
市
の
前
提
に
つ
い
て
」（『
古
代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
塙

書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
発
表
一
九
九
三
年
）、
同
「
古
代
都
城
の
庶
民
生
活
の
一
形
態
」

（『
同
』、
初
発
表
一
九
九
四
年
）

５	

杉
山
洋
「
寺
院
付
属
の
金
属
関
係
工
房
」（『
仏
教
芸
術
』
一
四
八
、
一
九
八
三
年
）、「
奈

良
時
代
の
金
属
器
生
産
─
銅
器
生
産
遺
跡
を
通
し
て
み
た
考
古
学
的
素
描
」（『
仏
教
芸

術
』
一
九
〇
、
一
九
九
〇
年
）、「
平
等
院
鐘
の
製
作
年
代
と
「
空
白
の
二
世
紀
」」（『
仏

教
芸
術
』
二
一
六
、
一
九
九
四
年
）、『
梵
鐘
』（『
日
本
の
美
術
』
三
五
五
、
至
文
堂
、

一
九
九
五
年
）、『
古
代
の
鏡
』（『
日
本
の
美
術
』
三
九
三
、
至
文
堂
、
一
九
九
九
年
）、

「
飛
鳥
池
遺
跡
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
文
化
財
論
叢
』
三
、
二

〇
〇
二
年
）、『
唐
式
鏡
の
研
究
』（
鶴
山
堂
、
二
〇
〇
三
年
）、「
古
代
都
城
の
金
属
器
生

産
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
一
三
、
二
〇
〇
四
年
）

６	

中
川
あ
や
「
唐
鏡
の
変
遷
」（『
考
古
学
雑
誌
』
八
八
─
一
、
二
〇
〇
四
年
）、「
金
属
器

の
受
容
」（
上
原
真
人
他
編
『
列
島
の
古
代
史
』
五
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）

７	

小
池
伸
彦
「
平
城
宮
の
火
床
炉
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文

集
刊
行
会
編
『
文
化
財
論
叢
』
二
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
、「
飛
鳥
の
工
房
二
態
」

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
文
化
財
論
叢
』
三
、
二
〇
〇
二
年
）

８	

神
崎
勝
『
冶
金
考
古
学
概
論
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年

９	

八
木
充
「
銅
と
鋳
銭
司
」（
稲
田
孝
司
・
八
木
充
編
『
新
版
古
代
の
日
本
四　

中
国
・
四

国
』
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
）、「
奈
良
時
代
の
銅
の
生
産
と
流
通
」（『
日
本
歴
史
』

六
二
一
、
二
〇
〇
〇
年
）、
佐
藤
信
「
長
登
銅
山
と
大
仏
建
立
」（『
出
土
史
料
の
古
代
史
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
初
発
表
二
〇
〇
一
年
）、「
律
令
国
家
と
銅
」（
笹
山

晴
生
編
『
日
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
こ
の
他
、
長
登
銅
山

遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
畑
中
彩
子
「
長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
銅
付
札
木
簡
に
関

す
る
一
考
察
」（『
木
簡
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
）、
橋
本
義
則
「
銅
の
生
産
・
消
費

の
現
場
と
木
簡
」（『
文
字
と
古
代
日
本
三　

流
通
と
文
字
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五

年
）
が
あ
る
。

10	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
西
康
裕
、
仁
藤
敦
史
、
芳
之
内
圭
（
前
掲
註
２
）
ら
の
研
究

に
依
拠
。

11	

仁
藤
「
公
印
鋳
造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て
」（
前
掲
註
２
）

12	

『
令
義
解
』
官
位
令
正
六
位
条
典
鋳
正
紅
葉
山
文
庫
本
書
入
等

13	

平
野
『
大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』（
前
掲
註
２
）

14	

天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）「
東
大
寺
鋳
工
召
文
案
」
続
々
修
正
倉
院
古
文
書
一
八
─
三
、

『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』
一
五
巻
一
八
〇
頁
（
以
下
、
正
倉
院
文
書
な
ど
の
出

典
は
続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
〇
の
ご
と
く
略
記
）

15	

和
田
晴
吾
「
金
属
器
の
生
産
と
流
通
」（『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
三　

生
産
と
流
通
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

16	

狩
野
文
庫
本
『
類
聚
三
代
格
』
四
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
七
月
二
一
日
勅
な
ど

17	

正
集
四
五
、『
大
日
古
』
一
─
五
五
四
〜
五
五
五

18	

二
条
大
路
木
簡
（
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
）
油
支
出
記
録
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平

城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
一
、
以
下
、『
城
』
三
一
の
ご
と
く
略
記
）

19	

正
集
一
、『
大
日
古
』
二
─
四
五
八

20	

続
修
別
集
一
、『
大
日
古
』
三
─
四
〇
二
〜
四
〇
三

21	

『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
三
月
戊
午
条

22	

『
類
聚
三
代
格
』
四
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
一
〇
月
二
一
日
太
政
官
符

23	

『
類
聚
三
代
格
』
四
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
八
月
二
八
日
太
政
官
符

24	

會
田
富
康
『
日
本
古
印
新
攷
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
一
年

25	

田
路
正
幸
「
考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
銅
印
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
七
九
、
一
九
九
九
年
）。
樫
村
友
延
「
印
章
と
鏡
の
鋳
型
」（『
季
刊
考
古
学
』

六
二
、
一
九
九
八
年
）
も
参
照
。

26	

古
尾
谷
知
浩
「
印
と
文
書
行
政
」（『
律
令
国
家
と
天
皇
家
産
機
構
』
塙
書
房
、
二
〇
〇

六
年
、
初
発
表
二
〇
〇
四
年
）

27	

杉
山
『
唐
式
鏡
の
研
究
』（
前
掲
註
５
）

28	
『
大
日
古
』
二
─
六
三
四

29	
岡
藤
良
敬
「
天
平
宝
字
六
年
、
鋳
鏡
関
係
資
料
の
検
討
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
五
、

一
九
九
七
年
）

30	

続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
七
七

31	

続
修
別
集
四
三
。
杉
本
一
樹
「「
鏡
背
下
絵
」
二
点
に
つ
い
て
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』

古
代
の
鋳
銅（
古
尾
谷
）	

一
九
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五
、
一
九
九
七
）
を
参
照
。
写
真
版
は
同
誌
口
絵
に
掲
載
。

32	
続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
七
八

33	
続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
〇

34	

続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
一
〜
一
八
三

35	

続
修
四
〇
、『
大
日
古
』
五
─
二
〇
一
〜
二
〇
四

36	

続
々
修
四
五
─
五
裏
、『
大
日
古
』
一
六
─
二
三
二
〜
二
五
二

37	

続
修
後
集
三
三
裏
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
五

38	

正
集
五
、『
大
日
古
』
五
─
二
四
三
〜
二
四
四

39	

続
修
後
集
三
三
裏
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
六

40	

続
修
後
集
三
三
裏
・
続
々
修
一
八
─
三
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
六
〜
一
八
七

41	

続
修
後
集
三
三
裏
、『
大
日
古
』
一
五
─
一
八
九

42	

続
修
別
集
三
二
、『
大
日
古
』
五
─
一
九
五
〜
二
〇
一

43	

杉
山
『
唐
式
鏡
の
研
究
』（
前
掲
註
５
）

44	

中
川
「
金
属
器
の
受
容
」（
前
掲
註
６
）

45	

杉
山
『
唐
式
鏡
の
研
究
』（
前
掲
註
５
）

46	

前
掲
註
34

47	

前
掲
註
42

48	

杉
山
『
唐
式
鏡
の
研
究
』（
前
掲
註
５
）

49	

古
尾
谷
知
浩
「
内
蔵
寮
の
出
納
体
制
」（『
律
令
国
家
と
天
皇
家
産
機
構
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
六
年
）

50	

吉
川
真
司
「
飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
一
年
）

51	

『
日
本
書
紀
』
崇
峻
元
年
是
歳
条

52	

小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』（
前
掲
註
１
）

53	

奈
良
国
立
博
物
館
『
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
在
銘
遺
宝
』
一
九
八
九
年

54	

関
連
す
る
木
簡
に
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
平
城
京
木
簡
』
一
─
六
七
六
・
六
八
五
〜

六
八
七
・『
平
城
京
木
簡
』
二
─
一
九
四
九
〜
一
九
五
五
・
二
四
六
九
〜
二
四
七
四
・
二

七
五
一
・
三
四
九
七
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
他
、『
城
』
二
一
─
二
四
頁
・『
城
』
二
五
─

二
八
頁
・『
城
』
二
八
─
一
八
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
鏤
盤
所
に
関

わ
る
一
点
を
掲
出
す
る
（『
平
城
京
木
簡
』
二
─
一
九
五
一
）。

・	

鏤
盤
所
長
一
口
米
二
升　

銅
造
一
口
二
升
半
右
五
人
米
九
升
半
受
龍
万
呂
ｏ

	

　
　
　

帳
内
□
口
一
升　

雇
人
二
口
四
升

	

　
　
　
　
　
〔
一
〕

・	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
廿
六
日　

阿
加
流　

稲
虫　
　
　
　
　
ｏ

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
稲
栗
」
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55	

金
子
裕
之
「
長
屋
王
の
造
寺
活
動
」
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
長
屋
王
家
木
簡
を

読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年

56	

坪
井
良
平
『
日
本
の
梵
鐘
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
、『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』
角
川
書

店
、
一
九
七
二
年
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
梵
鐘
実
測
図
集
成
』
上
下
、
一
九
九

三
年
、
杉
山
洋
『
梵
鐘
』（
前
掲
註
５
）
な
ど
を
参
照
。

57	

前
掲
註
56

58	

田
中
義
恭
「
飛
鳥
・
白
鳳
の
金
銅
仏
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
飛

鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
）

59	

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
同
朋
舎
、
一

九
七
九
年

60	

東
京
国
立
博
物
館
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
銘
文
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年

61	

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年

62	

吉
川
真
司
「
飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
」（
前
掲
註
50
）

63	

古
尾
谷
知
浩
「
国
家
反
逆
罪
に
お
け
る
没
官
物
の
処
分
」（『
律
令
国
家
と
天
皇
家
産
機

構
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
初
発
表
一
九
九
七
年
）

64	

家
産
制
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
古
尾
谷
知
浩
『
律
令
国
家
と
天
皇
家
産
機
構
』（
塙
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
手
工
業
に
お
け
る
家
産
制
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
古

尾
谷
知
浩
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
土
器
の
生
産
・
流
通
」（
義
江
彰
夫
編
『
古
代
中
世
の

社
会
変
動
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）、「「
律
令
的
土
器
様
式
成
立
の
背
景
」

再
考
─
土
器
に
お
け
る
「
中
央
集
権
」
の
内
実
」（
周
藤
芳
幸
編
『
物
質
文
化
の
歴
史
学

再
考
』
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
六
年
）
で
論
じ
た
。

65	

続
修
二
九
、『
大
日
古
』
一
六
─
三
〇
八
〜
三
〇
九
、
続
修
三
七
裏
、『
大
日
古
』
一
六

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）	

二
〇
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─
三
〇
九
〜
三
一
五

66	
続
修
三
五
、『
大
日
古
』
一
六
─
二
七
九
〜
三
〇
五

67	
続
々
修
一
八
─
一
、
大
日
古
一
六
─
九
〜
一
〇

68	

続
修
別
集
五
、『
大
日
古
』
五
─
四
六
四

69	

杉
山
洋
「
寺
院
付
属
の
金
属
関
係
工
房
」（
前
掲
註
５
）

70	

佐
藤
信
「
律
令
国
家
と
銅
」（
前
掲
註
９
）

71	

美
東
町
教
育
委
員
会
『
長
登
銅
山
跡
出
土
木
簡
』
二
〇
〇
一
年
。「
太
政
大
殿
」
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Abstract

 

Casting bronze of ancient Japan

FURUOYA Tomohiro

	 This paper aim to investigate how the state of ancient Japan has controlled the handcraft 

technology, particularly casting bronze. New technology of casting bronze as building 

Buddhist temples and manufacturing statues of Buddha was transferred from the Korea 

Peninsula when Asukadera temple was established in late of 6th century. Products of these 

new technologies were mirrors of Tang style, roban (the finials of pagodas), gilt bronze statues 

of the Buddha, bells of Buddhist temples, and so on. In ritsuryo system, domestic organ of 

Emperor managed such new technology. But Emperor did not monopolize it exclusively. 

Members of Imperial Family, nobles and their clan temples also held these technologies.


